５年生国語「子ども環境会議」を開こう　５年　　組　　番　　名前（　　　　　　　　　　　　）
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新聞作りの約束を守れば、

見やすい新聞になるよ！
◆新聞のいいところ

・大きくて見ばえがする。・・みんなの印象に強く残るよ。

・色がたくさん使える。・・色づかいの工夫で、みんなの目をひくこと間違いなし！

・掲示して多くの人に見てもらえる。・・みんなで新聞を見ながら、楽しく話せるよ。

◆新聞を作るときの約束
1 題字を考えよう。

新聞の名前の部分を題字といいます。新聞の顔であり、お店の看板みたいなもので、とても大切です。必ずつけてほしいのが「発行日」「発行者」です。

2 割付（わりつけ）の仕方を考えよう。

新聞をみんなが読みたくなるように、用紙をお弁当箱にみたてて、記事を見やすく上手に分けていくことを、割付といいます。続いている文章が、イラストや写真などをはさんで隣に飛びこしたり、下の段に飛びおりたりしないように気をつけましょう。また、別々の記事の文章が、混じってしまわないように気をつけましょう。基本となる割付の型には、Ｘ型・Ｔ字型・区画型・絵画型があります。

・Ｘ型‥見出しが紙面上で、Ｘの形のように並んでいると、バランスがとれていて読みやすい。

・Ｔ字型‥強い印象をあたえるので、特集記事を組むときに効果的。

・区画型‥はじめから、紙面を正方形や長方形に区切ってしまい、そこに記事をうめこんでいく。

・絵画型‥紙面全体をイラストのようにし、そのイラスト内に記事を書きこんでいく。

3 記事の書き方のこつをおぼえよう。

５Ｗ１Ｈ。「いつ・どこで・だれが・なにを・なぜ・どのように」という骨組みがポイント。よぶんな言葉は捨て、記事の内容を、短くわかりやすい文章にまとめましょう。

4 見出しをつくろう。

「ここに、こんな記事がありますよ！」と、みんなに記事を読んでもらうための案内をするのが見出しです。読む人がハッとするように、また記事の内容がひと目でわかるように見出しを作ることが大切です。見出しにつかう言葉は、記事の中から抜き出すようにすると失敗が少ないです。文字の形や色づかいなどの、デザインにも気を配りましょう。

5 図表や写真・イラストを使ってみよう。

文章だけでは、記事の内容が伝わりにくいことがあります。図表にしたり、写真やイラストなどをそえてみたりすると、見やすくなり効果的です。例えば、アンケートの結果は図表に、みんなに訴えたいことや楽しい行事の記事には、イラストや写真をそえてみましょう。

新聞作りのコツ


新聞のわりつけの仕方や見出しのつけ方など、新聞作りの約束を学ぼう























